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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年6月13日(2019.6.13)

【公表番号】特表2019-510065(P2019-510065A)
【公表日】平成31年4月11日(2019.4.11)
【年通号数】公開・登録公報2019-014
【出願番号】特願2018-551346(P2018-551346)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   1/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/73     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/55     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/86     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/92     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/03     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ    8/39     　　　　
   Ａ６１Ｑ    1/14     　　　　
   Ａ６１Ｑ   19/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/73     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/55     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/86     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/92     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/03     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月7日(2019.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水相および別個の油中水型または水中油型相から構成される化粧品組成物であって、
　前記組成物が、イヌリン誘導体、リゾリン脂質、ポロキサマー、ポリプロピレングリコ
ールブテスおよび硬化ヒマシ油の誘導体を含有する乳化系を含み、
　前記油中水型または水中油型相が、前記組成物の全重量に対して少なくとも２０重量％
の油相を含む、化粧品組成物。
【請求項２】
　グルコノラクトンおよび／または安息香酸ナトリウムをも含む、請求項１に記載の組成
物。
【請求項３】
　全体的な水相：油相比が、４０：６０から８０：２０の間であることを特徴とする、請
求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記油相が、前記組成物の全重量の２０重量％から４０重量％の含有量で存在すること
を特徴とする、請求項１から３のいずれか一項に記載の組成物。
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【請求項５】
　前記乳化系が、前記組成物の全重量の２重量％から１０重量％の含有量で存在すること
を特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記イヌリン誘導体が、アルキルイソシアネートを有するイヌリンカルバモイルである
ことを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記ポリプロピレングリコールブテスが、次式（ＩＩ）
【化１】

［式中、ｘおよびｙは、同一でも異なってもよい、１から５０の整数である］を満たすこ
とを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記ポリプロピレングリコールブテスが、ＰＰＧ－１２－ブテス－１６、ＰＰＧ－９－
ブテス－１２、ＰＰＧ－２６－ブテス－２６およびＰＰＧ－２８－ブテス－３５の中から
選ばれ、かつ／または前記硬化ヒマシ油の誘導体が、オキシエチレン化硬化ヒマシ油であ
ることを特徴とする、請求項１から７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記ポロキサマーが、次式（ＩＩＩ）
【化２】

［式中、ｘおよびｙは、同一でも異なってもよい、１から５０の整数である］を満たすこ
とを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記リゾリン脂質が、次式
【化３】

［式中、Ｒは、脂肪酸鎖である］を有する、リゾホスファチジルコリンであることを特徴
とする、請求項１から９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記油相が、鉱油、植物油および合成油の中から選ばれる少なくとも１種の油を含むこ
とを特徴とする、請求項１から１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１種の抗起泡剤をも含むことを特徴とする、請求項１から１１のいずれか一
項に記載の組成物。
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【請求項１３】
　ｐＨが４．３＋／－０．３であることを特徴とする、請求項１から１２のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか一項に記載の組成物を調製する方法であって、
　ａ）イヌリン誘導体、リゾリン脂質、ポロキサマー、ポリプロピレングリコールブテス
および硬化ヒマシ油の誘導体を、水、場合によっては、保存剤と混合して、水相を得るス
テップと；
　ｂ）前記油相を得るステップと；
　ｃ）ｂ）において得られた油相を、ａ）において得られた水相に投入して、前記エマル
ションを得るステップと
を含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１から１３のいずれか一項に記載の化粧品組成物が、皮膚、眼および／または付
属器に塗布されることを特徴とする、皮膚、眼および／または付属器のメークアップ除去
、クリーニングおよび／またはケアの美容方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
水　ｑｓｐ
０．７％ＮａＣｌ
７．２％グリセリン
２％グルコノラクトンおよび安息香酸ナトリウムおよびグルコン酸カルシウム（ＧＥＯＧ
ＡＲＤ　ＵＬＴＲＡ）
９．８％トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル（Ｍｙｇｌｉｏｌ　８１２Ｎ）
１０％水添ヤシ脂肪酸および（カプリル酸／カプリン酸）ヤシアルキル（ＶＥＧＥＬＩＧ
ＨＴ　１２１４　ＬＣ）
９．９８％イソヘキサデカン（Ｃｒｅａｓｉｌ　ＩＨＧＣ）
０．１％シメチコン（ＸＩＡＭＥＴＥＲ　ＡＣＰ－１５００）
１％ラウリルカルバミン酸イヌリンおよびグリセリン（ＩＮＵＴＥＣ　ＳＬ１）
３．５％グリセリンおよびダイズ種子エキス（ＬＹＳＯＦＩＸ　ＬＩＱＵＩＤ）
０．７％ポロキサマー１８４（ＳＹＮＰＥＲＯＮＩＣ　ＰＥ　Ｌ６４）
１％ＰＰＧ－２６－ブテス－２６　およびＰＥＧ４０硬化ヒマシ油（ＳＯＬＵＢＩＬＩＳ
ＡＮＴ　ＬＲＩ）
　なお、本発明には、以下の実施態様が包含される。
［１］水相および別個の油中水型または水中油型相から構成される化粧品組成物であって
、
　前記組成物が、イヌリン誘導体、リゾリン脂質、ポロキサマー、ポリプロピレングリコ
ールブテスおよび硬化ヒマシ油の誘導体を含有する乳化系を含み、
　前記油中水型または水中油型エマルションが、前記組成物の全重量に対して少なくとも
２０重量％の油相を含む、化粧品組成物。
［２］グルコノラクトンおよび／または安息香酸ナトリウムをも含む、［１］に記載の組
成物。
［３］全体的な水相：油相比が、４０：６０から８０：２０の間であることを特徴とする
、［１］または［２］に記載の組成物。
［４］前記油相が、前記組成物の全重量の２０重量％から４０重量％、好ましくは、２５
重量％から３５重量％の含有量で存在することを特徴とする、［１］から［３］のいずれ
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か一項に記載の組成物。
［５］前記乳化系が、前記組成物の全重量の２重量％から１０重量％、好ましくは、３重
量％から７重量％の含有量で存在することを特徴とする、［１］から［４］のいずれか一
項に記載の組成物。
［６］前記イヌリン誘導体が、アルキルイソシアネート、好ましくは、ラウリルイソシア
ネートを有するイヌリンカルバモイルであり、好ましくは、前記誘導体が、ラウリルカル
バミン酸イヌリンであることを特徴とする、［１］から［５］のいずれか一項に記載の組
成物。
［７］前記ポリプロピレングリコールブテスが、次式（ＩＩ）
【化１】

［式中、ｘおよびｙは、同一でも異なってもよい、１から５０、好ましくは、１０から３
５の整数である］を満たすことを特徴とする、［１］から［６］のいずれか一項に記載の
組成物。
［８］前記ポリプロピレングリコールブテスが、ＰＰＧ－１２－ブテス－１６、ＰＰＧ－
９－ブテス－１２、ＰＰＧ－２６－ブテス－２６およびＰＰＧ－２８－ブテス－３５の中
から選ばれ、かつ／または前記硬化ヒマシ油の誘導体が、オキシエチレン化硬化ヒマシ油
であり、好ましくは、２０モルから５０モルの間のエチレンオキシドを含むことを特徴と
する、［１］から［７］のいずれか一項に記載の組成物。
［９］前記ポロキサマーが、次式（ＩＩＩ）
【化２】

［式中、ｘおよびｙは、同一でも異なってもよい、１から５０、好ましくは、１０から３
５の整数である］を満たすことを特徴とする、［１］から［８］のいずれか一項に記載の
組成物。
［１０］前記リゾリン脂質が、次式

【化３】

［式中、Ｒは、脂肪酸鎖であり、特に、１０～２５個、好ましくは、１５～２０個の炭素
原子を含む脂肪酸鎖である］を有する、リゾホスファチジルコリンであることを特徴とす
る、［１］から［９］のいずれか一項に記載の組成物。
［１１］前記油相が、鉱油、植物油および合成油の中から選ばれる少なくとも１種の油を
含むことを特徴とする、［１］から［１０］のいずれか一項に記載の組成物。
［１２］少なくとも１種の抗起泡剤、好ましくは、シメチコンをも含むことを特徴とする
、［１］から［１１］のいずれか一項に記載の組成物。
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［１３］ｐＨが約４．３＋／－０．３であることを特徴とする、［１］から［１２］のい
ずれか一項に記載の組成物。
［１４］［１］から［１３］のいずれか一項に記載の組成物を調製する方法であって、
　ａ）イヌリン誘導体、リゾリン脂質、ポロキサマー、ポリプロピレングリコールブテス
および硬化ヒマシ油の誘導体を、水、場合によっては、保存剤と混合して、水相を得るス
テップと；
　ｂ）前記油相を得るステップであって、特に、鉱油、植物油または合成油であり得る少
なくとも１種の油を有する前記油相を得るステップと；
　ｃ）ｂ）において得られた油相を、ａ）において得られた水相に投入して、前記エマル
ションを得るステップと
を含む、方法。
［１５］［１］から［１３］のいずれか一項に記載の化粧品組成物が、皮膚、眼および／
または付属器に塗布されることを特徴とする、皮膚、眼および／または付属器のメークア
ップ除去、クリーニングおよび／またはケアの美容方法。
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